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ダイオキシン類によ の状況について測定したので、ダイオキシン類対策特別措置法第 28条第 3

報告します。項の規定により、次のとおり

表 1 排出ガス

表 排出水

2 ダイオキシン類対策特別措置法施行規則 (以下 「規則」という。)第 3条第 1項に基づき換算した測定結
果については、別紙 1を添付するものとする。
3 規則第 3条第 2項に基づき換算した測定結果については、別紙 2を添付するものとする。
4 2以 上の測定結果がある場合は、添付する別紙のそれぞれとの対応関係がわかるように備考欄に記載する
こと。
5 排出ガスにあつては表 1、 排出水にあつては表 2、 ばいじん及び焼却灰その他の燃え殻 (以下「ばいじん
等」という。)にあつては表 3に記載すること。なお、同一届出者が大気基準適用施設及び水質基準対象施
設をともに設置している場合には、併せて 1葉の様式に記載すること。
6 排出ガス量については、温度が零度であって圧力が 1気圧の状態 (以下「標準状態」という。)における
量に、測定結果については、標準状態におけるツト出ガス 1立方メー トル中の量に、それぞれ換算したものと
する。
7 2以 上の水質基準対象施設を設置し、異なる排水系統を有する水質基準適用事業場にあつては、それぞれ
の排水系統の排水口ごとに測定を行い、結果を記載すること。
8 表 3の試料の種別として、ばいじん、焼却灰、混合灰又はこれらの処理物 (処理方法)の別を記載するこ
と。
9 氏名 (法人にあってはその代表者の氏名)を記載し、押印することに代えて、本人 (法人にあつてはその
代表者)が署名することができる。
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証明書番号 :M625872
発行年月日 :平成28年 H月 17日

MLAP認 定番号 :N-0

／
／

株式会社衛生センター 様

計量 の対 象

採 取 場 所

試料 採 取 者

試料 採 取 日

試料 受領 日

計量実施期間

〔特記事項〕

本計量結果は、

MLAP登 録番号 :

本 社 日鉄住金テクノロジー
〒100-0006東京都千

事業所 日鉄住金テクノロジー
〒671-H23兵庫県姫路

ダイオキシン類

当新田事業場焼却炉 (ス クラバー)出口

株式会社エクスラン・テクニカル・センター 様
〒704-8194岡 山県岡山市東区金岡東町3丁目3番 1号

平成28年 10月 20日

平成28年 10月 25日

平成28年 10月 25日 ～平成28年 H月 17日

上記採取者様より持ち込まれた試料に対し実施したものです。

濃度3号

目7番 1号

1番地

※記載内容についてのご質問には、証明書番号をお申し出ください。
※毒性当量は、計量法第107条の対象ではありません。
※ **印は、酸素12%換算した結果であることを示します。

ご依頼をうけました試料について計量した結果を下記の通り証明します。

140 ng/m3N** 1.7 ng―TEQ/m3N **
古くう宅R4t濡言

シン類の測定方法

- 3/5 -

TEL 079(236)6665 FAX 079(239)1953

計量管理者 橋本 圭

《3)



ダイオキシン類測定結果 -1

備考 1.実測濃度欄の括弧付の数値は,検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す。
但し,同族体及び合計の実測濃度欄の括弧付の数値は,検出下限以上定量下限未満を含む濃度であることを示す。
2.実測濃度欄の “ND" は,検出下限未満であることを示す。
3.酸素12%換算濃度 (C)は ,次により算出した。

C=料 × い ①S=L8%)
4.毒性等価係数は,THO/1Pcs(2006)の TEFを適用した。
5.毒性当量は,定量下限未満の実測濃度を 0(ゼロ)と して算出したものである。
6.排ガス吸引量 :  3894.71 ′N
7.試料採取日 : 平成28年 10月 20日

証明書番号 :M625872  2/2

排ガス

(0℃ , 101.32kPa)
実測濃度
Cs

(ng/m3)

試料ガス
における
定量下限

(ng/m3)

試料ガス
における
検出下限

(ng/m3)

殴素 lZ%
換算濃度
C

(ng/m3)

毒性等価
係数
TEF

毒性当量

(ng=TEQ/m3)
U.UUU6 U.UUUZ

TcCDDs 0.0008 0.0002
1,2,3,7,8‐ PcCDD 0.0007 0.0002 0.29
PcCDDs 0.0007 0.0002
1,2,3,4,7,8‐ HxCDD
l,2,3,6,7,8‐ LCDD
l,2,3,7,8,9‐ HxCDD

0.10

0.15

0.10

0.0010

0.0010

0.0015

0.0003

0.0004

0.099

0.15

0.10

0.0099

0.015

0.010
IIIxCDDs 0.0012 0.0004

7 0.0013 U.UUU4 0 0046

0.0010 0.0004
UCDD 0.0013 0.0004 0.0003 0.00020
To嗜al PCDDs 0.53

2,3,7,8‐TeCDF 0.0007 0.0002
■tCDFs 0.0007 0.0002

7,8‐PcCDF
U.UUU9

0.0011

U.UUU6

0.0003

U.UZ0

0.43
re CDFs 0.0010 0.0003
1,2,3,4,7,8‐ H破CDF
l,2,3,6,7,8‐ HttcDF

l,2,3,7,8,9‐ HヒCDF
2,3,4,6,7,8+1,2,3,6,8,9‐ IIxcDF

0.64

0,70

0.021

0.34

0.0007

0.0010

0.0007

0.0006

0.0002

0.0003

0.0002

0.0002

0,63

0.68

0.021

0.32

0.068

0.0021

0.082
L 【CDFs 0.0007 0.0002
1,23,4,6,7,8‐ HPCDF
l,2,3,4,7,8,9‐ HPCDF 0.0012 0.0004

0.013

0.0013

0.0010 0.0003
OCDF 0.0014 0,0004 D.0003 0.00015
To tal PCDFs

To +PCDFs

0.0005 0.0002 U.0003 0.00043
0.0010 0.0003 0.00050
0.0006 0.0002 0.25

j,6',4,4'
0.0008 0.0002 0.013

Tolial non-ortlo PCBs

2',3,4,4' 0.0005 0.0002 0.32 U.U0003 0.0000096
2,j',4,4',5¨ PeCB(#11 0.0007 0.0002 1.1 U.000113 0.000032
Z,3,3' 0.0011 0.0003 D.00003 0.000042

0.32 0.0008 0.0002 D.00003 0.0000093
0.0010 0.0003 D.00003 0.000013

,4,41 0.0007 0.0002 〕.00003 0.000028
,4,41,51 0.0008 0.0002 〕00003 0.000015

2,3,37,4,41 0.0011 0.0003 〕00003 0.000014
1｀otal mono-ortio PCBs 0.00016

Tot )LPCB(non-orrfto PCBs * moao- orthoPc:Bs) 0.27

ダイオキシン類eCDDs+PcDFs+DL‐ PCB)

1.7
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株式会社 衛生センター 御中

ご依頼を受けました試料の計量結果を以下のとおり証明いたします。

量 圭
日

発行番号   8567835
発行年月 日 2016年 11月 17日 発行

特定計量証明事業者

株式会社 住化分析センター

〒554-0022
大阪市此花区春 日出中3丁 目1番135号

TEL(0897)32-8977(代 )Fソ電×(0897)32-9644轍M40M

件

試

試

試

料
時
嚇

名

名

取

取 日

記

ダイオキシン類測定結果

当新田事業場 リトガス処理装置排水ロ ツト出水

株式会社 エクスラン・テクニカル・センター

2016年 10月 20日 10:30

計量の対象 計量の結果 計量の方法

ダイオキシン類実測濃度 29 pg/L
JIS K 0312:2008
「工業用水。工場リト水中のダイオキシン類の測定方法」

ダイオキシン類毒性等量 0.50   pg― TEQ/L

※毒性等量については計量の対象外項目である。

※定量下限値未満の数値は0として算出した。

当該工程の一部を外部に行わせた場合 (外注等)の有無 : 「 (無 い )。  有 る

当該工程の具体的内容 :

当該工程を実施した事業者の氏名又は名称及び事業所の所在地 :

本試料は排水で持ち込み試料である。

測定開夕台日: 2016年 10月 27日

試 料 の 由 来 等

計
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:桐ヒ7k中のダイオキシン類 の No.8567835

試料名 当新田事業場 排ガス処理装置」F水 口 排出水
実測濃度 定量下限 検出下限 毒性等価係数

WHO―TEF(2006)

毒性等量

(TEQ)

単位 pe/L PE/L pg/L pg―TEQ/L

■
０

∪
∪

1,3,6,8-TeCDD 0.94 0.03

3.7.9-TeCDD 0.27 0.03

2,3,7,8-TeCDD ND 0.03 1 0

Total TeCDDS .5

1,2,3,7,8-PeCDD 0.16 0.11 0.03 0.16

Total PeCDDs

2,3,4,7,8-HxCDD (0 12) 0.22 0.07 １

一

０

一

０
一

1,2,3,6,7,3-HttCDp (0.18) 0.22 0.07 １

一

０
．
一

1.2.3.7.8,9-HxCDD (o.19) ２

¨

２

一

０

一
0.07 0

Total HxCDDs 1.8

1,2,3,4,6,7,8三塁pCDD 0.72 0.22 0.07 ０

一

０

一
0.0072

TOtal HDCDDs 1.6

OCDD 2.0 0.7 0.2 0.0003 0.00060

Total PCDDs 8.0 0.16780

り

０

∪

「

L乙ヱLttT,のユ 0.15 0.03

2,3,7,8-TeCDF 0.21 0.03 0.021

Total TeCDFs 5.4

■22■LL』 PeCDF 0.24 0.03 0.0072

2,3,4,7,8-PeCDF 0.36 0.22 0.07 ３

一

０

一
0.108

Total PeCDFs 4.4

,2,3,4,7,8-HxCDF 0.39 0.11 0,03 0.039

1,2.■.■_Z.8-詢cDF 0.44 0.22 0.07
１

一

０

一
0.044

1.2.3.7.8,9-HxCDF ND ３

一

０

一

０

，
一

0

を■.■.■Iュ豊IHXCEE 0.60 0.22 0.07
１

一

０

¨
0.060

Tntal HxCDFs

,2,3,4,6,7,8-HpCDF 1.4 0.3 0.1 0.01 0.014

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.23 0.22 0.07 0.01 0.0023

Total H,CDFs 2.2

OCDF 0.1 0.0003 0.00033

Total PCDFs 0.29583

Total (PCDDs + PCDFs) 25 0.46363

∪

ｒ
ｌ

り
０
”

3,4,4',5-TeCB          # 81 0.12 0.03 0.0003 0.000036

3,3',4,4'― TeCB # 77 0.37 0.22 0.07 0.0001 0.000037

聾L■■2量聾C■____■1堕 0.38 0.22 0.07 0.1 0.038

3,3',4,4',5,5'一 HxCB    #169 (0 20) 0.22 0.07 0.03 0

「otal ノンオル ト体 0.038073

2_を 1,42三 25-Lc■ ____lll墜 ND 0.22 0.07 0.00003 0

２

一

４

一
5-PeCB #118 1.6 0.4 １

一

０
，
一

0.00003 0.000048

2_02二■■LJIPecB___l11塑 0.65 0.22 0.07 0.00003 0.0000195

2,3,4,4' 5-PeCB #114 (0.07) 0.22 0.07 0.00003 0

２
，
4,4',5,5'― HxCB #167 (0.09) 0.22 0.07 0.00003 0

a」』L.■ビュユ」墨塑____■ 1望 0.24 0。 11 0.03 0.00003 0.0000072

2,3,3',4,4',5'― HxCB    #157 0.18 0.11 0,03 0.00003 0.0000054

2,3,3',4,4',5,5'一 HpCB  #189 0.25 0.11 0.03 0.00003 0.0000075

Total モノオル ト体 0.0000876

Total DL―PCB 4.2 0.0381606

ダイオキシン類 29 0.50

備考 1.実測濃度  :NDは検出下倒艮未満であることを示す
また括弧付の数字は検出下限以上定量下限未満であることを示す。

2.毒性等価係数 :WHO/1PCS(2006)の TEFを適用した。

3.毒性等量  :定 量下限値未満の数値を0と して算出した。
※2,3,4,6,7,8-HxCDFは 、 1,2,3,6,8,9-HxCDFを含む。

※#114は #127を含む。
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発行番号 :2016-8170-001-01-A=1/1

平成29年01月 11日   発行 分 析 童
日

殿
株式会社 衛生センター

試料の区分 :廃棄物 (含有量試験 )
試料 の名 称 :燃え殻 焼却残漕物
書t半斗お【コ反日 : 2016/11/24
試料採取者 :公益財団法人岡山県環境保全事業団職員
試料採取場所 :岡山市南区当新田443-1
依頼年月日 :2016/11/24

事業者 公益財団法人岡山県環境保全事業団

事業所 公益財団法人岡山県環境保全事業団 |

〒7010212岡 山県岡山市南区内尾665-1

TEL:086-298-2616 FAX:086-298-2617

登録番号 岡山県知事登録 第6-1号,第71号
及び第81号

計量管理者 環境計量士 大塚

分析の結果 分析の方法

ダイオキシン類

TEQ:2,3,7,8-TeCDDヨ霊夕主奎争』壁

単位については、乾物あたり。

具体的名称 :燃えがら

分析の対象 分析の単位

ns-TE0/c 2.3
i13号  第4
:1921諄  男嗜遍じち肯1)

以 下 余 自

備考



2μ

測定したダイオキシン類の構成 No.2016-817000101A-1/1

備考)1.2,3,4,6,7,8-HxCDFは 1,2,3,6,8,9-HxCDFと 、2,3,4,4',5=PeCB(#114)は 3,3',4,5,5'― PeCB(#127)と

クロマトグラム上で分離できないため、それらを含んだ濃度です。

2.実測濃度中の括弧付の数値は,検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示します。

3.実測濃度中の“N.D."は ,検出下限未満であることを示します。

4.毒性等量は,定量下限未満の実測濃度を0(ゼロ)として算出したものです。

5.当団の許可なく、本票記載事項の一部のみ複製 (変更)することを禁じます。

整理番号 実測濃度 試讐屁軍膳
る試
働』ギ濫
る
屈核裏 毒性等量

ns/a ng―TEQ/g

0.003 0058

0.003

0.003

0.03

0.3

0.0246・

0.60

0.006    0.1 0.20

0.003    0.1 022

0.0081

0.006 0.01

0.009 0.01        0.0063

0.02 0.0003     0.00108

0.004

0.005

0.049

0.24

1異性          ng/g__ng/g__

2,3,7,8-TeCDF             O.58      0.009

1,2,3,7,8-PeCDF            O.82      0.009

ず亜互亜憂亜IIIIttII亜亘
~

多II覇面而証
~ 
「 Iら」:二亜 二二

′ミ 11,2,3,7,8,9-HxCDF         o.o81      0.019

び2,3,4,6,7,8-HxCDF   3.3  毒.015
フ 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF         12      _0.019

ラムλLttLけHpCDF  α“10CDF                  3.6      0.07

Total PCDFs              ―       ―

ポ 2,3,7,8-TeCDD           o.o49     0.012

1子

集L            O.018_
リ 
ー2,3',4,4',5「 PeCB (#118)   :   o.47       0.010

[競警轟轟巽酬■■
=揺こ17,3::± :::10,5'一 Hx9甲

`#167) o.32  0.026 .二 12,3,3',4,4',5-HxCB(#156)‐   1lo    o.o30 1
ル  2,3,3',4,4',5'一 百xёB(#157),  o.58      0.022

12,3,3',4,4',5,5'一 HpCB(1189)   1.o   l   o.o23

Totalコ プラナーPCB          ,    一       一
Totalダイオキシン類          ―      ―

0.006

0.009

0.008

10.1

10.01

0.026

0.050

0.037

0.031

0.003   10.1

10.0003     0.00147

一
一
一

-       0.43

-     2.0

0.008 0.0003     0.000204

0.007 0.0001 0.00025

0.004

0.008

0.1

0.03

0.27

0.0279

0.005 0.00003   0.0000042

0.003 0.00003   0.0000141

0.005   10.00003   0.0000228

0.005   10.00003   0.0000132

0.008   10.00003   0.0000096

0.009    0.00003    0.000030

0.007 0.00003   0.0000174

0.007    0.00003    0.000030

0.30

2.3



報告番号  31-73

測 定 結 果 総 括 表

株式会社 衛生センター

当新田事業場焼却炉 (スクラバす出日)ばい煙発生施設の種類

測定日時 平 成 28年 10月 20日   7:40 ～  9:42

測定者氏名 藤崎和典   末広健二郎

測定項 目 単位 規制値 汲1定値

ダスト(ばいじん)

濃度 g/m3N 0.065

0212%換 算値 g/m3N 0.25 0.059

排出量 kg/h 0.44

硫黄酸化物

濃度 体積ppm 331 2.6

排出量 m3N/h 2.2 0.017

K値 6.0 0.047

窒素酸化物

濃度 体積ppm 160

0212%換算値 体積ppm 120

排出量 m3N/h

塩化水素

濃度 mg/m3r.r 0.8未満

0212%換算値 mg/m3N 700 0。7未満

排出量 kg/h 0.006未満

水分量 χ w 体積% 35.0

排ガス組成

C02

体積%

9.4

02 10.2

CO

N2 80.4

排ガス温度 ℃ 73

」Fガス流速 υ m/s 9.5

湿り排ガス流量 QN m3N/h 10,400

乾き排ガス流量 Q'N m3N/h 6,740

備 考

1)掲題施設に対する法定排出基準を上表の規制値欄に示します。

2)今回の測定では、いずれの項目も本基準を下回つております。

3)上表の測定値は自動計算を行つて最終的に数値を丸めているため、別添の測定記録に記載されている

数値を用いて計算するとき、若干数値が異なる場合があります。

4)硫黄酸化物の排出量、グスト、窒素酸化物及び塩化水素の02換算値の数値丸めは規制値等と比較する

ため切り捨て処理をしております。


